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亀

健
全
な
地
域
社
会
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
企
業
も
人
も
豊
か
に
成
長
で
き
ま
す
。

金
沢
法
人
会
で
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
納
税
意
識
を
育
む
た
め
の
租

税
教
育
を
申
心
に
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2

学
重
教
育
用
図
書
購
入
費
用
を
寄
贈

十

二
市
二
町
の
首
長
を
訪
ね
寄
贈
、
感
謝
の
言
葉
を
頂
く
―

当
会

で
は
平
成
十
二
年
度
か
ら
、
二
市
二

町

（金
沢
市

。
か
ほ
く
市

・
津
幡
町

・
内
灘
町
）

へ
の
学
重
教
育
用
図
書
購
入
費
用
の
寄
贈
を

継
続
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。

令
和
五
年

一
月
十
九
日

（本
）
に
は
、
山
本

順
次
か
ほ
く
支
部
長
と
坂
井
正
靱
か
ほ
く
支

部
役
員
が
、
油
野
和

一
郎
か
ほ
く
市
長

に
十

五
万
円
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
次

い
で
、　
一
月

二
十
四
日

（火
）
に
は
、
山
名
知
純
津
幡
支
部

長
と
木
村
道
明
津
幡
副
支
部
長
が
、
矢
田
富

郎
津
幡
町
長

に
十
五
万
円
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

特

に
今
年
度
か
ら
は
、
津
幡
町
が
推
進
し
て

い
る

「電
子
図
書
」
の
購
入
に
も
使

っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
二
月
二
十
日

（月
）
に
は
、
北
村
哲

志
会
長
と
村
井
啓
祐
専
務
理
事
が
金
沢
市
役

所
を
訪
れ
、
村
山
卓
金
沢
市
長
と
野
口
弘
金

沢
市
教
育
長
に
五
十
万
円
を
寄
贈
し
、
感
謝

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
二
月
十
六
日

（木
）
に
は
、
高
橋
玲
子
内
灘
支
部
長
、
中
村

敏
男
内
灘
副
支
部
長
、
北
本
勝
昭
内
灘
支
部
役

員
が
川
口
克
則
内
灘
町
長
に
十
万
円
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

い
ず
れ
の
市
長
、
町
長
か
ら
も
、
永
年
の
寄

贈
に
対
し
て
感
謝
の
意
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

産

村山市長 (右 )か ら北村会長へ感謝状が贈られた。

写真左から、村山市長、北村会長、野口教育長。

山本支部長から油野市長ヘロ録が手渡された。

ヽ
H

れ́
才

ヽ

ヽ
、

写真左から、矢田町長、山名支部長、木村副支部長。川口町長から高橋支部長へ感謝状が贈られた。



青
年
日女
性
部
会
　
租
税
教
育

二
十
一
校
の
小
学
校
で

租
税
教
室
を
実
施

―

税
の
役
割
・大
切
さ
を
楽
し
く

学
び
、考
え
て
も
ら
う
授
業
を
―

青
年
部
会

・
女
性
部
会
で
は
、
小
学
校
二

十

一
校

全
目
年
部
会
十
九
校

・
女
性
部
会
二

校
）
の
六
年
生
児
童
千
四
百
十
八
人
を
対
象

に
租
税
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

社
会
全
体
が
ウ
イ
ズ

コ
ロ
ナ

ヘ
と
向
か
い

つ
つ
あ
る
も
の
の
感
染
の
波
は
ま
だ
ま
だ
収

ま
ら
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
細
心
の

注
意
を
払

っ
て
実
施
。
授
業
を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
に
税
の
役
割
や
大
切
さ
を
楽
し
く
学

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
中
で
も
、　
一
億
円
の

札
束
を
持
ち
上
げ
る
場
面
で
は
ど
の
教
室
で

も
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
、
お
金
の
重
み
を
体

感
し
て
も
ら
え
た
よ
う
で
す
。

金
沢
法
人
会
で
は
租
税
教
育
活
動
を
公

益
事
業
の
大
き
な
柱
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
租
税
教
室
を
受
け
た
児
童

の
中
か
ら
、

未
来
の
法
人
会
の
仲
間
が
出
て
く
る
こ
と

を
願
い
、
今
後
も
よ
り
多
く
の
子
ど
も

た
ち
に
税

の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【青年部会実施 19校】

5月 12日

5月 13日

5月 16日

5月 17日

5月 23日

5月 30日

5月 31日

6月 3日

6月 6日

6月 7日

6月 10日

6月 14日

6月 15日

6月 16日

6月 28日

6月 29日

7月 1日

7月 7日

9月 14日

津幡田丁立条南小学校 (86名 )

金沢市立花園小学校 (23名 )

金沢市立泉野小学校 (99名 )

金沢市立千坂小学校 (78名 )

金沢市立四十万小学校 (80名 )

津幡町立井上小学校 (36名 )

金沢市立不動寺小学校 (25名 )

内灘町立鶴ケ丘小学校 (28名 )

金沢市立新神田小学校 (63名 )

金沢市立田上小学校 (146名 )

金沢市立緑小学校 (110名 )

金沢市立十一屋小学校 (56名 )

津幡田丁立中条小学校 (68名 )

金沢市立伏見台小学校 (121名 )

津幡町立太白台小学校 (49名 )

金沢市立米丸小学校 (124名 )

津幡日丁立英田小学校 (25名 )

津幡割丁立津幡小学校 (70名 )

金沢市立粟崎小学校 (55名 )

ツ
ゲームも交えながら楽しく学′Sヽ 。

鱒
みんなl頁番に一億円を

持つてみる !

一
罫
〓

導 ど

部会員の問いかけに元気よく子が上がる。

【女性部会実施 2校】

5月 10日  金沢市立馬場小学校(13名 )

5月 13日  金沢市立額小学校(63名 )

へえ～、消防車も1回 出動に約20万円の税金が

使われているんだね。

四
施
設
を
訪
問
し
寄
贈

女
性
部
会

で
は
、
本
会

・
青
年
部
会

・
女
性
部

会
の
研
修
会
や
講
演
会

の
参
加
者
か
ら
ご
寄
附
頂

い
た
タ
オ
ル

・
石
鹸
等
を
毎
贈
す
る
活
動
を
行

っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
十
二
月
十
二
日
に
社
会

福
祉
法
人
希
望
が
丘
、
石
川
整
肢
学
園
金
沢
子
ど

も
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
て
か
オ
ル

・
石
鹸

を
寄
贈
。
ま
た
十

一
月
十

一
日
と
二
月
二
十
四
日

に
は
、
社
会
福
祉
法
人
聖
霊
病
院
聖
霊
乳
児
院

・

愛
児
園
に
か
オ
ル

・
石
鹸
と
紙
オ
ム
ツ
、
Ｔ
シ
ャ
ツ

等
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

各
施
設

の
方

々

か
ら
感
謝

の
言
葉

を
頂
き
、
今
後

の

活
動

へ
の
励
み
と

な
り
ま
し
た
。

園長より施設の話を

お伺いすることがで

きた (聖霊乳児院

愛児国にて)。

3

青年

部会

_)i

ユ

女
性
部
会



令
和
五
年
度

税
制
改
正

の
あ
ら
ま
し

令
和
五
年
度
税
制
改
正
で
は
、
法
人
会

が
提
言
し
て
い
た
①
中
小
企
業
者
等
の
法

人
税
率
の
軽
減
措
置
、
②
中
小
企
業
投
資

促
進
税
制
、
③
中
小
企
業
経
営
強
化
税
制

に
関
す
る
適
用
期
限
の
延
長
が
実
現
し
ま

し
た
。
ま
た
、
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
つ
い
て
、
事
務
負
担
等
を
軽
減
す
る
環
境

整
備
が
必
要
と
の
提
言
に
対
し
、
小
規
模

事
業
者
の
納
税
額
や
中
小
企
業
者
の
事
務

負
担
に
つ
い
て
軽
減
措
置
が
実
現
し
た
ほ

か
、
登
録
申
請
書
の
提
出
期
限
が
事
実
上
延

長
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
法
人
会
が
要
望
し
て
実
現

し
た
主
要
事
項
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
し

た
の
で
、
詳
細
は
広
報
誌
に
同
封
さ
れ
て
い

る
「税
制
改
正
の
あ
ら
ま
し
（速
報
版
と
を

ご
覧
く
だ
さ
鳴

●
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
の
見
直
し
と

適
用
期
限
の
延
長

中
小
企
業
者
等
が
新
品
の
特
定
機
械
装
置

等
を
取
得
す
る
設
備
投
資
に
つ
い
て
、
基
準

取
得
価
額
の
三
〇
％
の
特
別
償
却
又
は
七
％

の
税
額
控
除
が
適
用
で
き
る
中
小
企
業
投
資

促
進
税
制
に
つ
い
て
、
適
用
期
限
が
二
年
延

長
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
対
象
資
産
か
ら
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ

ー
業

（主
要
な
事
業
で
あ
る
も
の
を
除
く
）
の

用
に
供
す
る
機
械
装
置
で
そ
の
管
理
の
概
ね

全
部
を
他
の
者
に
委
託
す
る
も
の
が
除
外
さ

れ
ま
す
。

●
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
納
税
額
に
係
る

負
担
軽
減
措
置

免
税
事
業
者
が
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
と

な
っ
た
場
合
、
納
税
額
を
売
上
税
額
の
二
割
に

軽
減
す
る
措
置
が
、
令
和
五
年
十
月

一
日
か
ら

令
和
八
年
九
月
二
十
日
ま
で
の
日
の
属
す
る
各

課
税
期
間
に
お
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
事
務
負
担
の

軽
減
措
置

基
準
期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高
が
一
憶

円
以
下
で
あ
る
事
業
者
は
、
令
和
五
年
十
月

一
日
か
ら
令
和
十

一
年
九
月
二
十
日
ま
で
の
六

年
間
、
一
万
円
未
満
の
課
税
仕
入
れ
に
つ
い
て
、

帳
簿
の
み
の
保
存
に
よ
る
仕
入
れ
税
額
控
除

が
認
め
ら
れ
る
事
務
負
担
軽
減
措
置
が
講
じ

ら
れ
ま
す
。

●
少
額
な
返
還
イ
ン
ボ
イ
ス
の

交
付
義
務
の
見
直
し

売
上
げ
に
係
る
対
価
の
返
還
等
に
係
る
税
込

価
額
が
一
万
円
未
満
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

適
格
返
還
請
求
書

（返
還
イ
ン
ボ
イ
ス
）
の
交
付

義
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

●
登
録
申
請
手
続
き
の
柔
軟
化

令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
適
格
請
求
書
発
行

事
業
者
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
者

は
、
△「
和
五
年
三
月
二
十

一
日
後
に
提
出
す
る

登
録
申
請
書
に
「困
難
な
事
情
」
を
記
載
し
な
く

て
も
登
録
申
請
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

事
実
上
、登
録
申
請
期
限
が
令
和
五
年
九
月
三

十
日
ま
で
延
期
さ
れ
ま
す
。

イ
ン
ポ
イ
ス
制
度
に
係
る

負
担
軽
減
措
置
が
実
現

4

０
中
小
企
業
者
等
の
法
人
税
の
軽
減
税
率
の

特
例
に
つ
い
て
適
用
期
限
を
延
長

中
小
企
業
者
等

の
法
人
税

の
軽
減
税
率

に

つ
い
て
、
特
例
税
率

一
五
％

（本
則
税
率

一
九

％
）
の
適
用
期
限
が
二
年
延
長
さ
れ
ま
す
。

０
中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
の
見
直
し
と

適
用
期
限
の
延
長

中
小
企
業
者
等
が
新
品
の
特
定
経
営
力
向

上
設
備
等
を
取
得
す
る
設
備
投
資
に
つ
い
て
、

即
時
償
却
又
は
税
額
控
除

（取
得
価
額
の

一
〇

％
又
は
七
％
）
が
適
用
で
き
る
中
小
企
業
経
営

強
化
税
制
に
つ
い
て
、
適
用
期
限
が
二
年
延

長
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
対
象
資
産
か
ら
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ

ー
業
又
は
暗
号
資
産
マ
イ
ニ
ン
グ
業

（主
要
な

事
業
で
あ
る
も
の
を
除
く
）
の
用
に
供
す
る
資

産
で
そ
の
管
理
の
概
ね
全
部
を
他
の
者
に
委

託
す
る
も
の
が
除
外
さ
れ
ま
す
。

税務に役立つ小冊子を

無料配布

当会では、令和5年度

税制改正の情報を織 り

込んだ「令和5年版 主要

税法取扱便覧」を無料で |

配布いたします。     i

1車要秘湾
1取扱便甕

十

付和0年糠

この冊子は国税及び i   t
地方税の広範囲にわた !■ |:.

a尋環ょ登象緊み鞍望 | 1全茸離入金沢法人会

とする情報 (課税標準・ 一覧表形式で使いやすい

税率・要件・計算方法・範    実務家必携の

税金ハンドブックで現
囲・期間等)を便利な一

覧表形式で引きゃすく収録した、企業経営者から

実務家まで幅広くご活用頂ける便利な税金ガイド

ブックです。

●申し込みはフアックス・メールにて

別途申込書に所定事項をご言3入になり、当会宛てに

お申込みください。後日郵送させて頂きます(冊子代
金、送料ともに無料です)。



登録はもう
お清みですか?金沢税務署からのお知らせ

令和5年 10月 1日から

消費税 インポイス制度が始まります !

制度開始時にインポイス発行事業者となるためには、令和5年9月 30日まで

に登録申請が必要ですが、申請から登録通知を受けるまでに一定程度時間

がかかるため、登録をお決めの方はお早目の申請をお勧めしていま現

イン葛髭修駈訓目には

皮掘燭圏
税制改正の

内容につい

て詳しくは

こちらヘ

→

があります

レ免税事業者からインボイス発行事業者になつた小

規模事業者 (基準期間の課税売上が1,000万円以下

等)の税負担・事務負担を軽河するため、制度開始か

ら3年間の属する各課税期間の納税額を売上税額

の2割とすることができます。

>全事業者において、1万円未満の値引きや返品等に
ついて返還インボイスを交付する必要がなくなりま

す。振込手数料を値引き処理する場合も対象です。

>中小事業者(基準期間の課税売上が1億円以下等)

の事務負担の軽渤措置として、制度開始から6年間

の1万円未満の課税仕入れについて、インボイスの

保存がなくても一定事項を記載した帳簿の保存の

みで仕入税額控除ができるようになります。

>令和5年 4月 以降の申請でも、制度開始時(令和5年

10月 1日 ):こ 登録可能です。

知つてい

ますか?

インボイス制寝について、詳しくは国1税庁ホームページ内のfイ ンボイス制1度 牛手設サイト」をご1覧ください。

インボイス制度

特設サイト

インボイス制度についての一般的なご質問はこちらヘ

○チヤットボットにご質問を入力いただくと、AIを渚用して24時間自動でお答えします。

○インボイスコールセンタ上でぉ答えします。

フリーダイヤル0120-205-553(鍬 料)9:00～ 17i00(土 日祝除く)

※個別相談は、所轄の税務署に事前予約のうえご相談ください

金沢不党矛力文署 TEL 076-261-3221(代 表)
チャットボット

詳しくはこちら

↓

ダイレクト納付を
不u用してみませんか?

令和4年 12月 1日から

スマ本アプリ納付が
不u用可能になりました!

圃 Paypay ttd払い 班レPAY

HNEEE CPay a型 努On pay

事前手続不要で、いつでも

どこでも納付できます !

ス
ま宅霊牲 ら→

囀
ダイレクト納付は、事前に税務署に属出をした預貯金

回座からの振替により、即時又は指定した期日に納付

することができる、便利な電子納税の手段で売

朝 盛 有におズ共共!|

Oe‐Taxて◆申告されている方

●源泉所得税の毎月納付など

頻繁に細付手続をされている方

さらに 1

詳しい

情報は

こちら

5
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ヒゴ

北
陸
地
区
法
人
会
運
合
会
青
年
部
会
連
絡

協
議
会
で
は
令
和
五
年

一
月
二
十

一
日

（火
）
、

北
陸
三
県
で
二
回
目
と
な
る
北
陸
地
区
青
年

の
集

い
石
川
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響

に

よ
り
三
度

の
中
止
を
経

て
、
三
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

「北
陸
は
ひ
と

つ
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
、
石

川

・
富
山

・
福
井
各
青
連
協

の
役
員
が
中
心

と
な

っ
て
準
備
を
し
、

コ
ロ
ナ
禍
な
が
ら
当

日
は
北
陸
三
県

の
会
員
を
は
じ
め
約

二
百
名

の
参
加
者
が
あ
り
、
た

い
へ
ん
な
盛
り
上
が

り
を
み
せ
ま
し
た
。

冒
頭

の
式
典

で
は
、
金
沢
国
税
局
長
ほ
か

ご
来
賓

の
方

々
か
ら

ご
祝
辞
を
賜
り
、
当
協

議
会

の
山
岸
晋
作
会
長
か
ら
開
会
挨
拶
と
し

て
、
三
年
ぶ
り
に
北
陸
三
県

の
青
年
部
会
員

が

一
つ
と
な

っ
て
青
年

の
集

い
を
実
施
す
る

第

二

回

陸
地
区
青
年
の
肇
げ

青
年
部
会
が
視
察
研

―

ホ
ク
シ
ョ
ー
（株
）
白
山

令
和
五
年
二
月
十
日

（金
）
、
令
和
四
年
度

視
察
研
修
と
し
て
ホ
ク
シ

ョ
ー
株
式
会
社
白

山
工
場
を
訪
問
。
代
表
取
締
役
社
長
北
村
宜

大
氏

の
講
話
と
工
場
見
学
に
青
年
部
会
員
二

十

一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ホ
ク

シ

ョ
ー
株
式
会
社
は

「最
適
な

モ
ノ

の
流
れ
を
創
造
す
る
」
を

コ
ー
ポ

レ
ー
ト

ス

ロ
ー
ガ
ン
に
物
流
自
動
化
機
器
を
製
造
し
て

~~fl甲

瞬 争

Ｉ
Ｌ
北
陸
は
ひ
と
つ
」
を
テ
ー
マ
に
三
年

壬ヽ

3年′Sヽりの大会に北陸三県から

約200名 んヾ参加。

一

′

6

燃 第El口 ,iⅢ ■ヽit.‐→■い石川大会

意
義

に
つ
い
て
力

強

い
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ

一
れ
た
租
税
教
育
活

動
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー

シ

ョ
ン
発
表
で
は

高
岡
法
人
会
と
小

一
松
法
人
会
が
、
健

管輔齢講蝉脚培無

と

金

沢
法

人

会
、

（株
）
江
口
組
が
全

懇親会終了後の記念撮影。マスクも取れて
充実した表情が見られた。

国
青
年

の
集

い
で
発
表
し
た
内
容
を
披
露
し

ま
し
た
。

大
会
後

の
懇
親
会
は
久
し
ぶ
り
に
マ
ス
ク

無
し
、
座
席
間
の
ア
ク
リ
ル
板
無
し
で
開
催
し
、

北
陸
三
県
か
ら
集
ま

っ
た
会
員
同
士

で
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
は
福
井
県

で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

同
じ
目
的
を
持

っ
た
仲
間
と
心
を

一
つ
に
し
、

活
動
を
続
け
て
い
く

こ
と

の
大
切
さ
を
再
認

識
し
た
良
き
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

北
陸
三
県

の
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
今
後

の
発

展
を
誓

い
合

い
、
本
大
会

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

モ

ー

最先端の物流自動化機器の製造現場を見学。

会社の概要、ホクショーの理念等に
ついて説明をされる北村社長。

き
た
創
業
七
十
年

の
企
業

で
す
。
今
回
訪
ね

た
白
山
工
場
で
は
最
先
端

の
機
器
を
製
造
し

て
お
り
、
広

い
工
場
内
を
巡
り
な
が
ら
垂
直

輸
送
や
自
動
仕
分
け
シ
ス
テ
ム
等

の
デ
モ
ン

ス
ト

レ
ー
シ

ョ
ン
や
商
品
製
造
過
程
な
ど
を

見
学
。
通
常
で
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
、

時
代

の
変
化

に
合

っ
た
モ
ノ
づ
く
り
の
現
場

を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
北
村
社
長

の
講
話

で
は
、
会
社

の
成

り
立
ち
か
ら

「働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
作
り
」

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
取

り
入
れ
た

「環
境
と
安
全

へ
の
取
り
組

み
」
な
ど
実
践
さ
れ

て
い
る
企

業
経
営

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
現

在
進
め
て
い
る
女
性

の
管
理
職
登
用
や
従
業

員

の
モ
チ

ベ
ー
シ

ョ
ン
向
上
な
ど
に
つ
い
て

具
体
的
な
事
例
を
お
聞
さ
す
る
こ
と
が
で
き
、

ホ
ク
シ

ョ
ー

の
精
神

で
あ
る
、
人
と
人
と
が

企
業
を
創
り
企
業
も
ま
た
人
を
育
て
上
げ
て

い
く

「人
生
陶
冶
」
が
北
村
社
長
か
ら
強
く
感

じ
ら
れ
る
、
大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

―
デ

ヽ



女
性
部
会
研
修
会
で
「観
能
会
」

―

能
楽
師
の
解
説
で
能
の
世
界
を
よ
り
深
く
味
わ
う
―

食
品
ロ
ス
研
修
会
を
開
催

―
南
極
で
編
み
出
し
た
食
品
ロ
ス
を
出
さ

高橋 右任氏

懇親会で出され

たセイボリープレ i
―卜にも食品ロスを出

藪 俊彦氏

講師の渡貫氏が

考案した悪魔の
おにぎりは話題
になつた。

令
和
四
年
十

一
月
八
日
（火
）
有
川
県
立
能

楽
堂
に
お
い
て
、
五
回
目
と
な
る
「観
能
会
」
が

二
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
一

般
の
方
々
を
含
め
百
七
十
二
名
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止
対
策
を

講
じ
た
う
え
で
の
企
画
で
し
た
。

能
「経
政
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
が
、
上
演
前
に

行
わ
れ
た
解
説
の
お
か
げ
で
見
ど
こ
ろ
が
わ
か

り
、
演
目
を
楽
し
く
よ
り
深
く
理
解
で
き
ま
し

た
。
能
は
生
と
死
の
境
界
を
見
つ
め
る
芸
能
、

未
知
の
世
界
に
吸
い
込
ま
れ
る
素
晴
ら
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
石
川
県
立
能
楽
堂
開
館
五
十
周
年
の

記
念
す
べ
き
年
に
、
女
性
部
会
と
し
て
、
伝
統
芸

能
を
多
く
の
方
々
に
触
れ
て
頂
く
機
会
を
提

供
で
き
ま
し
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

女
性
部
会
が
税
務
研
修
会
を
開
催

―

税
の
今
昔
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
学
ぶ
―

令
和
五
年
二
月
十
四
日
（火
）
開
催
の
税
務

研
修
会
で
は
、
「税
の
今
と
昔
」
を
テ
ー
マ
に
金

沢
法
人
会
専
務
理
事
・村
井
啓
祐
氏
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

歴
史
上
、
日
本
の
税
制
度
が
初
め
て
登
場
し

た
の
は
『魏
志
倭
人
伝
』
で
す
。
奈
良
時
代
は
租

（収
穫
の
三
％
の
米
）
庸

（労
役
あ
る
い
は
米
や

布
）
調
（特
産
品
）
と
い
っ
た
物
納
が
主
で
、
現
在

は
税
負
担
の
公
平
を
図
る
た
め
、
全
納
税
者
が

同
じ
額
を
納
め
る
水
平
的
納
税
と
所
得
に
応

じ
て
納
税
額
が
変
化
す
る
垂
直
的
納
税
を
組

み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
直

接
税
（所
得
税
・法
人
税
な
ど
）
、

間
接
税
（消
費
税
・酒
た
ば
こ
税

な
ど
）
、
資
産
税

（相
続
税
や
固

定
資
産
税
な
ど
）
に
分
か
れ
て

い
る
こ
と
、
消
費
税
は
予
め
使

い
道
が
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
の
目
的
や
留
意
点

に
つ
い
て
も
丁
寧
な
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

令
和
五
年

一
月
二
十
五
日
（水
）
ハ
イ
ア
ッ
ト

セ
ン
ト
リ
ツ
ク
金
沢
に
お
い
て
、
元
女
性
南
極

調
理
隊
員
の
渡
貫
淳
子
氏
を
講
師
に
お
迎
え

し
、
「個
人
で
始
め
る
食
品
ロ
ス
ヘ
の
取
り
組

み
」
と
題
し
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

南
極
で
は
「環
境
保
護
条
約
」
に
よ
っ
て
廃
棄

物
に
関
す
る
規
定
が
厳
し
く
決
め
ら
れ
て
お

り
、
ゴ
ミ
は
自
国
に
持
ち
帰
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
極
力
食
品
ロ
ス
を
出
さ
な
い
食
事

を
編
み
出
し
た
経
験
か
ら
、
南
極
で
の
暮
ら
し

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
食
品
ロ
ス
を
減

ら
す
ヒ
ン
ト
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

講
演
後
の
懇
親
会
で
は
、
セ
イ
ボ
リ
ー
プ
レ

ー
ト
を
頂
き
な
が
ら
歓
談
。
研
修
会
当
日
は
金

沢
で
も
氷
点
下
五
二
度

と
記
録
的
な
極
寒
の
真
冬

日
で
し
た
が
、
渡
貫
氏
の
温
か
い

お
人
柄
で
和
や
か
な
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

インボイス制度

についても丁寧

な説明があつた。

7
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確
ｐ

哉
Ｆ支

研修会
報告

◆
日
時
／
令
和
五
年

一
月
二
十
七
日
（金
）

◆
場
所
／
か
ほ
く
市
高
松
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
テ
ー
マ
・講
師

循
環
経
済
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
、
サ
ー
キ
と
フ

ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

（株
）新
東
通
信
チ
ー
フ
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
オ
フ
ィ
サ
ー

一
半側,

I

山
下

史
哲
氏

翔
北
プ
ロ
ツ
タ
新
春
経
営
講
癌
察

経
営
を
学
び
、
語
り
合
お
う

本
会
で
開
催
さ
れ
る
研
修
会
の
ほ
か
に
各
支
部

・
ブ
ロ
ツ
ク
で
も
独
自
の
研

修
会
を
実
施
し
て
、
広
く
学

′Ｓ、
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

【法
大
会
員
】

盆
株
ゝ
ン
ヨ
ー
エ
ン

（同
）
ホ
ツ
ト
ラ
イ
ン

岸
建
販
（株
）

（株
）
パ
オ
ス

山
本

八
代

小
杉

松
川

蛾
治

和
宏

和
史

良
雄

◆
日
時
／
令
和
五
年
二
月
二
十
三
日
（木
）

◆
場
所
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
本
館

◆
テ
ー
マ
・講
師

仕
事
と
思
う
な
、
人
生
と
思
え
！

（株
）原
田
教
育
研
究
所

原
田

隆
史
氏

あの大谷翔平選手も日標

設定のため原田メソットを

活用した。

（株
）
ク
ー
ル
ビ
オ

ワ
イ
ド
ク
ラ
フ
ト
（株
）

（株
）
フ
ア
ン
テ
ツ
ク

（有
〓
口
野
建
設

（特
非
）
石
川
県
腎
友
会

（有
）
北
陸
化
工
機

Ｋ
イ
ン
カ
ム
（株
）

（株
）
Ａ
ｌ
ｅ
ｍ
ｂ
ｉ
ｃ

【個
人
会
員
】

山
本
富
士
夫

大
原
　
　
進

水
谷
　
止土
太

中
川
　
俊
彦

織
田
　
武
志

桶
谷
　
裕
輔

Ｏ

Ｍ

Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス

吉 小 岩 坂
野 杉 坪 田

敏 啓 昭 麗
浩 介 夫 仁

8

◆
日
時
／
令
和
五
年

二
月
六
日

（
月
）

◆
場
所
／
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
リ
デ
イ
・イ
ン
金
沢
ス
カ
イ

◆
テ
ー
マ
・
講
師

ヨ
ロ
ナ
に
負
け
な
ど
万
気
経
営
！

中
小
企
業

・製
造
業
の
取
材
現
場

（有
）
産
業
情
報
化
新
間
社

代
表
取
締
役

竹
原

信
夫
氏

北
西
部
ブ
ロ
ツ
ク
研
修
会

◆
日
時
／
令
和
五
年
二
月
十

一
日

（土
）

▲▼
場
所
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
新
館

◆

テ
ー
マ
・
講
師

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

ヨ

献
の
系
譜
』

上
映
と
石
井
か
ほ
り
監
督
講
演

雷
部
ブ
ロ
ツ
タ
研
修
会

◆
日
時
／
令
和
五
年
二
月
十
五
日
（水
）

◆
場
所
／
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
リ
デ
イ
・イ
ン
金
沢
ス
カ
イ

◆
テ
ー
マ
・講
師

町
の
氷
屋
か
ら
世
界
の
氷
屋
へ

株
式
会
社
ク
ラ
モ
ト
氷
業

専
務
取
締
役

蔵
本

和
彦
氏

北
部
プ
ロ
ツ
タ
研
修
会‐

◆
日
時
／
令
和
五
年
二
月
二
十
九
日
（水
）

◆
場
所
／
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
リ
デ
イ
・イ
ン
金
沢
ス
カ
イ

◆
テ
ー
マ
・
講
師

親
和
力
で
奏
で
る
金
沢
市
政

金
沢
市
長

村
山
　
卓
氏

申
部
プ
ロ
ツ
ク
薔
修
会

新
会
員
紹
介

（令
和
四
年
十

一
月

一
日
か
ら

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
）

◆
法
人
名

◆
代
表
著
名

二
月
定
例
研
修
会



公益社団法人 金沢法人会

第11回

【講師プロフイール】

1975年、明治天皇の玄孫とし

て旧皇族・竹田家に生まれる。

慶應義塾大学法学部法律学科

卒業。第 15回 山本七平賞受賞

作品『語られなかつた皇族た

ちの真実』(小 学館)な ど著書

多数。2021年、第21回正論

新風賞を受賞。また、全国17
か所で「竹田研究会」を開催し

ている。

通 常 総 会 の ご 案 内

―― 最近相談の多い

事例よリーーー

少顎な返還インポイスの

交付義務免除について

売り手が負担する振込手数料を売上値引きではな

く支払手数料として処理する場合には、少額な返

還インボイスの交付義務免除の対象となりますか。また、

会計上は支払手数料として処理し、消費税法上は対価の

返還と取り扱うことはできますか。

困 訂 摺司翼 灘 ユ 盤 温 駆 輝絋

返還等については、返還インボイスの交付義務が免除

されます。したがつて、売り手が負担する振込手数料

日時/令和5年5月 29日 (月 )午後2時～

場所/ANAクラウンプラザホテル金沢3階 鳳の間

【記念講演会】午後2時～3時30分……………………………………・

演 題/誇 り高き日本の未来

請  師/政治評論家・作家竹 田 恒 泰 氏

【総   会】午後3時45分～5時 …………………………………………

審議事項/①令和4年度収支決算報告(案 )承認の件

②理事選任(案 )承認の件

報告事項/①令和4年度事業報告の件

②令和5年度事業計画及び同収支予算書の件

【懇 親 会】午後5時20分～7時 中…………………………………・・

会  費/懇親会参加者3,000円

※ご出欠は同封の返信はがき「出欠の回答」にご記入頂くとともに、欠席の場

合でも返信はがきに記載してある 状に、必ず記名・才甲印されて5月 15

日(月 )ま でにご返送頂くようお願い申し上げます。

相当額を売上値引きとして処理している場合には、少額

な返還インポイスの交付義務免除の対象となります。

ご質問の件について、売り手が負担する振込手数料

を支払手数料、すなわち課税仕入れとして処理している

場合には、そもそも返還インボイスの交付は必要ありま

せん。ただし、支払手数料として仕入税額控除を行う

ためには、金融機関や取引先からの支払手数料に係る

インボイスが必要となりますが、中小事業者※1において

は、少額特例※2の対象になります。

なお、消費税法上、売上値引きとして処理する場合

には、対価の返還等の元となった適用税率 伴U然としな

い場合には合理的に区分)による必要があるほか、帳簿

に対価の返還等に係る事項を記載し、保存することが

必要となりますので、ご留意ください。

議 務

相 談

※ 1基準期間における課税売上高が 1億 円以下または

前事業年度の開始の日以後6月 の期間における課

税売上高が5千万円未満の事業者

※2制度開始から6年間 (令和 11年 9月 30日 まで)は、
「税込」1万円未満の課税仕入れについて、インボイ

スの保存がなくても、一定事項を記載した帳簿の保

存のみで仕入税額控除ができる
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B′
,

奪   念

大正3年 に神代杉で建築された好日庵。室生犀星を

訪ねてきた芥川龍之介をもてなすため、大正13年 5

月17日 、犀星が金沢俳壇の重鎮を招いて】ヒ間楼で

句会を開催、これもまた精一杯のおもてなしと言え

るでしょう。

料亭という空間は

総合芸術の場かもしれない
導

◇PrOfile
出身地攀金沢市

業務内容甕料亭 (北間楼)・ 和風レストラン(き たま)立体駐車場 (北

パーキング)

好きな言葉鬱心静茶昧香 (禅語の心関茶昧清をアレンジして詈家林紅

鶴先生が贈つてくださつた言葉。心関かなれば茶昧香る)

株式会社北ビル
金沢市庁田J2丁 目33
TEL 076-261-7176

監査役 北 直子

棄
票
菅
気
持
攀
た
、
壼
療
簸
轟
違
穆
程
繰

北
間
楼
は
文
久
二
年

全
八
六
二
）
に
、
初
代

当
主
北
吉
兵
衛
が
北
間
屋
の
名
で
創
業
し
ま

し
た
。
北
間
楼
の
名
と
な
っ
た
の
は
二
代
目
吉

平
の
時
で
、
明
治
維
新
後
、
廃
藩
置
県
に
よ
り

藩
の
料
理
方
に
勤
め
て
い
た
料
理
人
が
加
賀

藩
特
有
の
料
理
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

っ

た
か
ら
で
す
。
ま
た
吉
平
は
茶
室
好
日
庵
を

建
て
ま
し
た
。
〓
一代
目
の
義
孝
は
吉
平
の
養
子

で
祖
母

一
枝
の
義
兄
に
あ
た
り
ま
す
。
四
代
目

の
清
喜
栄
は

一
枝
の
夫
で
祖
父
で
す
。
清
喜
栄

は
鉄
筋

・数
毎
屋
造
り
の
ビ
ル
を
建
て
、
株
式

会
社
北
ビ
ル
と
し
て
法
人
化
し
ま
し
た
。
五
代

目
は
亡
父
公
夫
で
、
平
地
の
駐
車
場
か
ら
立

体
駐
車
場
を
建
て
ま
し
た
。
エハ
代
目
は
兄
守

人
で
す
。
現
在
は
母
他
紀
子

・
兄
夫
婦

・
弟

二

人
が
切
り
盛
り
し
、
私
は
株
式
会
社
北
ビ
ル

の
監
査
役
を
務
め
て
い
ま
す
。

進
学
の
た
め
上
京
し
た
の
で
す
が
、
東
京
は

地
方
出
身
者
の
集
ま
り
で
、
行
か
ず
と
も
そ
の

地
方

の
文
化
や
価
値
観
が
垣
間
見
ら
れ
、
金

沢
で
は
当
た
り
前
の
心
遣
い
が
全
く
通
じ
な

い
お
も
し
ろ
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
学
生
時
代
、

教
職
課
程
の
中
で
学
ん
だ
民
芸
論
の
中
で
柳

宗
悦
の
「見
立
て
」
に
は
大
き
な
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
私
は
器

一
つ
と
っ
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
用
途
や
役
割

・意
味
が
あ
り
、

そ
れ
を
越
え
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
思

っ

て
い
た
か
ら
で
す
。

二
回
目
の
作
品
展

（媒
体

。
写
真
）
を
終
え
、

金
沢
に
帰
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
白
州

次
郎

・白
州
正
子
に
興
味
を
持
っ
た
か
ら
で
す
。

書
画

・
工
芸

・
能
な
ど
、
金
沢
に
い
た
頃
は
自

分
に
は
関
係
も
興
味
も
無
い
「大
人
の
嗜
み
」

「大
人
の
愉
し
み
」
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が

自
州
正
子
と
で
つ
フ
イ
ル
タ
ー
を
通
し
て
見

る
と
識
り
た
い
欲
求
が
高
ま
り
ま
し
た
。
柳
宗

悦
と
は
対
照
的
な
存
在
に
感
じ
ら
れ
た
自
州

正
子
。
自
分
が
識
り
た
い
こ
と
室
口
画
・
工
芸
・

能
な
ど
）
は
金
沢
に
揃
っ
て
い
る
と
今
さ
ら
な

が
ら
気
づ
い
た
か
ら
で
す
。
一
時
的
に
帰
郷
し

て
学
び
、
金
沢
で
作
品
を
制
作
し
て
発
表
す

る
の
も
良
い
し
、
基
礎
が
身
に
着
い
た
ら
い
ず

れ
東
京
に
戻
る
く
ら
い
の
心
算
で
し
た
。

壽
毯
錘

金
沢
に
戻
っ
た
際
、
母
か
ら
日
本
の
伝
統
文

化
を
学
ぶ
よ
う
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

身
近
に
額
や
軸
な
ど
書
画
が
多
い
環
境
で

育
ち
ま
し
た
が
、
様
々
な
書
体
を
解
読
す
る
の

は
困
難
で
し
た
。
そ
も
そ
も
金
沢
に
い
た
頃
は

興
味
も
関
心
も
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
。
書
道

を
学
べ
ば
読
め
る
よ
う
に
な
り
、
書
け
る
よ
う

に
も
な
る
、
一
石
二
鳥
と
で
つ
安
易
な
発
想
で

縁
の
あ
っ
た
日
展
作
家
の
林
紅
鶴
先
生
に
師
事

し
ま
し
た
。
紅
鶴
先
生
か
ら
は
臨
書
の
大
切
さ

と
個
性
、
自
分
の
字
の
か
た
ち
を
見
つ
け
る
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
が
、
解
読
す
る
こ
と
は
抜

け
落
ち
て
し
ま
い
未
だ
に
苦
手
で
す
。

ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ア
メ
リ
カ
ン
の
文
化
に
魅
か
れ

て
い
た
学
生
時
代
、
コ
ヨ
ー
テ
。オ
ー
ル
ド
マ
ン

の
Ｃ
Ｄ
に
巡
り
会
い
、イ
ン
デ
イ
ア
ン
フ
ル
ー
ト

の
音
色
の
癒
し
の
力
に
興
味
を
持
ち
独
学
で
イ

ン
デ
イ
ア
ン
フ
ル
ー
ト
を
吹
き
始
め
ま
し
た
が
、

数
年
練
習
し
て
も
音
が
出
ず
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
マ
ー
ク
・
ア
キ
ク
サ
氏
と
知

り
合
い
手
解
き
を
受
け
漸
く
音
が
出
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
金
沢
で
の
邦
楽
舞
踊
の
会
で

よ
く
笛
を
吹
か
れ
て
い
た
中
川
善
雄
先
生
の

笛
の
音
に
イ
ン
デ
イ
ア
ン
フ
ル
ー
ト
に
通
じ
る

癒
し
の
力
を
感
じ
魅
か
れ
ま
し
た
。
イ
ン
デ
イ

ア
ン
フ
ル
ー
ト
の
上
達
の
糧
に
も
な
る
か
と
、

当
時
、
金
沢
で
唯
一
、
中
川
善
雄
先
生
の
直
門
で

あ
る
横
笛
奏
者
の
藤
含
員
衣
先
生
に
師
事
し

ま
し
た
。
員
衣
先
生
の
笛
の
音
も
ま
た
す
ば
ら

し
い
音
色
、
癒
し
の
力
が
あ
り
ま
す
。

自
ら
惹
か
れ
て
学
ん
だ
絵
画
、
写
真
、
書
道
、

笛
の
他
、
茶
道
、
華
道
、
香
道
、
能
楽
、
邦
楽
、
舞

踊
な
ど
、
気
付
け
ば
料
亭
と
で
つ
空
間
は
「道
」

を
極
め
て
俯
敵
で
き
る
「総
合
芸
術
の
場
」
だ

と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
当
た

り
前
の
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
金
沢
に
居

た
ま
ま
で
は
そ
う
思
わ
な
か
っ
た
。
白
州
正
子

の
審
美
眼
と
で
つ
フ
イ
ル
タ
ー
を
通
さ
な
け
れ

ば
、
そ
う
気
付
か
ず
に
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

押
し
付
け
で
は
無
く
学
び
た
く
な
っ
た
ら
学

び
、
ゆ
っ
く
り
歩
み
な
が
ら
、
い
ず
れ
は
自
分
の

好
き
な
こ
と
を
愉
し
む
場
、
癒
し
の
場
を
つ
く

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

好日庵
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加

資

旗
糸
υ
ｋ
ビ
ゆ
う
か
け
）

精
緻
な
細
工
に
親
つ
思
い
が

・
偲
ば
れ
る

旧
加
賀
藩
の
地
域
に
は
婚
礼
に
ま
つ
わ
る

独
特
め
風
習
や
品
々
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も

花
嫁
の
れ
れ
が
有
名
で
す
が
、
加
賀
松
紗
か

ら
も
ま
た
、
娘
を
嫁
が
せ
る
親
の
思
い
が
伝

わ

っ
て
き
ま
す
。

昨
今
は
婚
礼
の
ス
タ
イ
ル
も
多
様
化
し
親

戚
や
で
近
所

へ
の
挨
拶
心
随
分
簡
素
に
な
り

埼

赤
飯
を
抱
え
、
花
嫁
の
使
い
と
し
て
挨
拶
に

ま
わ
る
人
達
の
晴
れ
や
か
な
姿
が
見
ら
れ
た

も
の
そ
す
ｏ一
そ
の
時
に
用
い
ち
れ
た
の
が
加

賀
松
紗
で
、
重
箱
の
上
に
掛
け
る
こ
と
か
ら

「じ
ゅ
う
か
け
」
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

昔
省
武ヽ
家
で
は
贈
答
の
際
、
三
宝
や
広
蓋

に
進
物
の
品
を
の
せ
松
紗
を
掛
け
て
差
し
出

辮
づ
働
岬
ギ
鋤
璃
潮
剛
毅
触
熊
狙
鶏
呻
鴻
期

で
は
お
重
や
松
紗
を
鑑
賞
し
、
中
身
を
取
り

出
し
て
空

い
た
お
重

に
は
ポ
チ
袋
を
入
れ

て
。
婦
を
分
け
て
頂
い
た
お
礼
に
返
す
と
い

う
、
ゆ
か
し
い
や
り
取
り
も
あ

っ
た
と
か
。

立
派
な
塗
の
お
重
に
、
豪
奢
な
加
賀
繍
や

美
し
い
加
賀
紋
を
施
し
た
加
賀
松
紗
…
娘
の

た
め
に
と
精

一
杯
の
支
度
を
し
た
で
あ
ろ
う

こ
と
が
偲
ば
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
ｆ

婚
礼
で
使

っ
た
き
り
仕
舞
い
込
ん
だ
ま
ま

で
は
申
し
訳
な
い
と
、
帯
や
掛
け
軸
に
仕
立

て
直
す
方
も
い
る
そ
う
で
す
。

加
賀
藩
祖
前
田
利
家
公
が
天
正
十

一
年
全

五

八
三
年
）
に
入
効
し
金
沢
の
礎
を
築
い
た
偉
業
を

偲
ん
で
、
毎
年
六
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
古家
華

絢
爛
な
百
万
石
行
列
で
は
コ
刷
田
利
家
入
勅
行

列
」
、
「赤
母
衣
衆
（表
紙
中上
と
が
再
現
さ
れ
、
行

列
の
前
夜
は
「子
ど
も
提
灯
行
列
（表
紙
一右
下
と

が
行
わ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
，

ま
し
た
。
で
も
少
し
吐
伴
を

遡
れ
ば
、
お
重
に
詰
め
た

五
色
生
菓
子
や

し
ま
し
た
。
加
賀
藩
で
は
、

こ
ガ
い
っ
た
通
常
使
ガ
松
紗

に
加
え
て
婚
礼
用
セ
し
て
特

別
な
も
の
を
あ
つ
ら
え
る
習

松紗の内側には鶴や高砂などの

お目出度い模様が描かれた。ま

た外側に「カロ賀紋」を使うこと

も流行した。

幾支にも包んで

五色生菓子や赤飯は豪華な塗りのお重

に収められ ます。さらに座布熙を入れた重

台の上にのせて松紗をかけ、縮緬の中包み

で包みます。そしてさらに風呂敷で包み、親

戚の人が花嫁の使いとして配りました。

重箱、重台、ネ伏紗、中包み、

風呂敷と何重にも包んで。

(

ン
の
形
で
す

ｉ
●

]生紗のオ多り変わり 部
生

Ａ
皿
闇
Ψ
金
沢
百
万
石
ま
つ
り

昔は風呂敷の大きさのものを折りたたん

で重箱の上にのせました。内側は平織の絹

地に刺繍や友禅を施し、外側は縮率面などに

家紋の周りを美し

く装飾 した「加賀

紋」などが使われま

した。しだいにつづ

れ織りのものが中

心になり、折らずに

使うサイズになつ

ていきました。

Ａ、

【協力・写真提供】各Ж らヽ の博物常
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法人会会員企業にお勤めの方は、おひとり様からでも集団扱の割安な保険料でご加入いただけます。

病気や
ケガの
備えに

心配な
「がんJの

備えに

加 保険

NEW

WINGS

◆

EVER

EVER
医 療 保 険

|‡忘
Prime

金沢支社 〒920‐0853石川県金沢市本町1… 5‐2リファーレ7F

法人会用フリーダイヤル 画面っ0120日 876B505
※今後の対応は担当の募集代理店が行ないます。

引
受
保
険
会
社

アフラック法人会 検 索

tNolと 蓮 鍮 講

険

令和 3年版 インシュアランス生命保険統計号 ム螂 擦人会総連合

法人会がん保険制度
法人会医療保険制度

r生 きる」を創る。

Afttacァフラック

AFツール 20220309‐ 2303012 3月 4日

Ⅷ

◎商品の詳細は「パンフレット」「契約概要」などをご確認ください。
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